
やすらぎの木の施設紹介 

木造化ファイル №174 
 

新名所誕生！ 360 度のパノラマ展望 
 

１）施設名（用途） 日本平夢テラス（多目的交流施設等） 

２）所在地 静岡市清水区草薙 600-1 

３）事業実施主体  展 望 棟：静岡県（観光政策課） 

展望回廊：静岡市（公園整備課） 

４）設計者 隈研吾建築都市設計事務所（東京都） 

５）施工者  展 望 棟：木内建設㈱（静岡市） 

 展望回廊：静鉄建設㈱（静岡市） 

６）施工期間  展 望 棟：平成 29 年 10 月～平成 30 年 9 月 

 展望回廊：平成 29 年 7 月～平成 30 年 6 月 

７）施設概要  名勝地・日本平山頂に、駿河湾越しの富士山、清水港、伊豆半 

島、南アルプス、ぐるり 360 度の絶景を取り込み、法隆寺夢 

殿にヒントを得た八角形平面の展望棟を静岡県が、これに続く 

展望回廊を静岡市が整備した。 

８）規模（延面積）  展 望 棟：鉄骨造 地上 3 階建て（964．7 ㎡） 

 展望回廊：鉄骨造 幅 4ｍ、長さ一周約 200ｍ 

９）主な使用樹種  （国産材）ヒノキ、スギ 

（輸入材）セランガンバツ 

10）施設の特徴等  展望棟は中央が吹き抜けになっており、木架構、大和張りの外壁、

階段、天井ルーバー等にも地域材が有効活用された。 

 特に、中央階段には支柱がなく、角材を段状に積み上げた内部 

に鉄骨を組み込んだささら階段となっており、複雑で美しい大 

空間の中、浮遊感のあるデザインとなっている。 

鉄骨造と木造の取り合い部の微調整等、随所に現場の調整力が 

発揮されている。 
 

【施設の画像】 施設の全景～左から展望回廊、展望棟、庭園・芝生広場（左上） 

展望棟の外観（左下）、展望棟の内部空間（右） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


